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まちづくり 百文字提言

な ご し

「夏越の作業」が 心を磨く

灘ti

参加者の声

大晦日のすす祓いから半年を経た6月30日 、知らぬう

に身についた半年分のよごれを清める夏越祓と言う輪くく

の行事があります。

桜木地区にも、半年ごとに環境を美化するとおの山登山道

整備作業 ・地区一一斉クリーン作戦をはじめ、地域と学校 ・家

庭合同の桜木小学校植木勇定作業が～疹ります。今年も地域を

あげて作業に取り組み、汗を流して心を磨きました。
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とおの山登山道
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人がつながる 地域の行事

鑛

全
自
治
会
総
出
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
。

地
区
内
の
道
路

・
公
園
は
、
清
掃
活
動
の
人
、

人
、
人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

6
/

20

こもった美しい環業

境の贈り物に大満

`t繕 望

優勝

地区卓球大会

Aブ ロック 城5

Bブ ロック 市住1

Cブ ロック 城1

地区バ ドミントン大会

Aブ ロック 平原

Bブ ロック 城3

Cブ ロック 城5
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次回から この 「やまびこ」

ノー トで清掃告示をされても良

いかも知れません。参加する方
需いらっしゃると思います。
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と
お
の
山

登
山
道
整
備
作
業

約
60
名
の
方
々
が
、
2
時
間
余
り
の

時
間
を
か
け
て
登
山
道
の
整
備
を
さ
れ

ま
し
た
。

)

5
/

30

地
区
卓
球
大
会

会
場

・
・
桜
木
小
学
校

参
加
者

・
・
約
1
0
0
名

/

22

ハ
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ト
フ
ル
人
権
講
座

人
権
問
題
は
時
代
と
共
に
変
わ
り
ま
す
。

回
は
高
齢
者
問
題
で
認
知
症
に
つ
い
て

し
合
い
ま
し
た
。
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外
は
あ

い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
体

育
館

の
中
は
元
気

な
プ

レ

ー
の
応
酬

で
し
た
。
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桜
木

・
今
宿

交
流

ス
ポ

ー

ツ
大
会

4
半
世
紀
続
く
歴
史
あ
る
大
会
も
、
今

回
で
26
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「木
綱
」
と
呼
ば
れ
、
綱
で
結
ば
れ
る

状
態
か
ら
、
綱
が
な
く
て
も
結
ば
れ
る

「絆
」
の
時
代
に
突
入
で
す
。

灘 髄　韓 ご

6/藻
糠
熱

子どもの質問にタジタジでした。

Q1ど んな仕事をしているのです

か。

Q2一 日何人くらいのお客さん

がありますか。

(その他QlOま で 略)

講座めぐりでは、大人の中に入.

って一緒にお勉強しました。
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表 現 の 仕 方 で 彫 刻 刀 を

使 い 分 け る

道
恵

先
生

講
座
を
開
い
て
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
二
十

七
年
が
経
ぢ
ま
し
た
。
こ
の
間
多
く
の
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
数
多
く
の
作
品
が
生
れ

ま
し
た
。
作
品
は
生
活
に
密
蓄
し
て
役
立
つ
も

の
が
中
心
で
飾

っ
て
楽
し
め
、
心
豊
か
に
な
る

も
の
も
作

っ
て
お
り
ま
す
。

最
初
は
未
熟
で
あ

っ
て
も
、
多
く
の
作
品
に

触
れ
る
こ
と
で
徐
々
に
技
術
も
向
上
し
、
新
た

な
意
欲
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

部
屋
の
片
隅
に
古
ぼ
け
た
稚
拙
な
木
彫
が
置

か
れ
て
い
て
も
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
"
♪
柱
の
キ
ズ
は
お
と
と
し
の
五
月
五
日

の
背
く
ら
べ

"を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
自
分
の
手
で
苦
心
し
て
作

っ
た
も
の
に
は
い

つ
ま
で
も
愛
着
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ま
自
分
の
手
で
作
り
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

日

【
開
催
日
時
】

毎
週
月
曜
日

木
彫
A
…
午
前
9
時
～
午
後
1
時

木
彫
B
…
午
後
1
時
～
午
後
5
時
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小学校で学ふ

小学挾の
授業体験

対象

膨
お父さん、お母さん

地区の皆様方

7月29日

音楽の授業

特 別 活 動(パ ソ コ ン)の 授 業
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一公民館で学ぶ

夏休 ∂多

子 ζも教 室

対象 小学生

囲碁 ・将棋教室

7月27日

料理教室

①7月29日
②8月4日

工作教室

①7月22日
28月5日
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奮

み どりの カーテン

今年も駐車場の側にフェンスが出来ました。

はやと瓜 ・ゴーヤとつる性の花(る こうそう)

を植えカーテンが出来るよう試みています。出来

上がりが楽しみです。

プランターではコリウス ・トレニア ・ポーチュ

ラカが、苗床にはサルビア ・鶏頭 ・トレニア ・メ

キシコひまわりなどが芽を出しています。

《
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手
作
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顔

七
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梅

雨
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虹
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兄
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ふ

梅
雨
晴

れ
タ

日
燃

え
て
落

つ

・
梅
雨
晴

れ
間

小
さ
き
靴

か
さ

庭
並

ぶ

・
父

と
子

の

笑
顔
見
せ
合

い
海
開
く

(
一
洋
)

麟 海蟻議 地域を肥やす"
岡野学長 「今日は、地域と学校が

心を通わす日です。」

先 頭に立 って範を示される岡野徳山大学学長の

熱い心は、210名 の徳大生と30名 の高専生に伝わり

ました。平原寿会(生田会長〉と大学 ・高専との清掃活

動が始まって10年(高 専は6年 目)になるそうです。

こ の清掃活動の発端は、源流に在る平原地区と学

園との小さな心の通わぜ合いから始まり、回を重ねる

ごとに膨らみを増 していったも

のです。

高 台の学園文化が、とおの

山の清流に乗って下流域の桜木

地区をつつみ込みながら、市街

地や工場群を肥やしていく日も

間近です。

機はいよいよ熟してきました。
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学生の好奇心で

活動範囲がどんどん

広がっていきます,

7月sく らぎ弥レンCti

(日)

(日)

(火)

参議院議員選挙投票 日

地区インディアカ大会 〔体振〕

向道湖福祉農園作業 〔老連〕
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ちぎ り絵作品展
7!1～ 約2週 間

会場
山ロ銀行

周南団地支店

!i20日

!i22日

i灘

(木)

(日)

(火)

(木)

夏休み工作教室

地区ふれあい夏祭 り

夏休み囲碁 ・将棋教室

夏休み料理教室
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こ
の
春
、
入
学
や
就
職
さ
れ
た
方
々
も
早
3

ヵ
月
が
経
ぢ
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ

て
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

勉
強
や
仕
事
が
嫌
に
な
り
始
め
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
時
期
の
5
月
病
を
突
破
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
心
の
広
い
方
々
ば
か
り
で
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

新
し
い
環
境
で
、
新
し
い
伸
間
と
生
活
を
共

に
す
る
と
、
出
来
不
出
来
が
比
べ
ら
れ
て
気
に

な
る
も
の
で
す
。
『
早
稲
(わ
せ
)・晩
稲
(お
く
て
)』

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
成
熟
が
早
く
、
収
穫
期

の
早
い
米
を
早
稲
と
言
い
、
逆
に
、
成
熟
が
遅

く
、
収
穫
期
の
遅
い
品
種
を
晩
稲
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
稲
に
も
様
々
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
成

熟
期
の

一
時
期
を
切
り
取
っ
て
、
早
い
遅
い
と

論
じ
ら
れ
て
も
迷
惑
な
話
で
す
。
「あ
の
子
は
出

来
が
悪
い

・
劣

っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
も
収

穫
期
に
は
ど
ち
ら
も
立
派
な
お
米
に
成
長
し
て

い
る
も
の
で
す
。
心
配
は
無
用
で
す
。

お
お
か
た

ぐ
う
な

た
い
き

ば
ん
せ
い

大
方
は
隅
無
し
。
大
器
は
晩
成
す
る
。

大
き
な
四
角
形
は
、
角
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

大
き
な
器
は
、
な
か
な
か
完
成
し
な
い
。

(老

子
の
言
葉
)

大
器
晩
成
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
老
子
の
言

葉
が
出
典
の
よ
う
で

「優
れ
た
器
量
の
人
は
、

往
々
に
し
て
遅
れ
て
大
成
す
る
こ
と
」
の
意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
を
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
見
守

っ
て
や
る
こ
と
が
、

昔
か
ら
伝
わ
る
子
育
て
の
よ
う
で
す
。


